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ねこから目線。インパクトレポートを公開！ 

 猫問題を解決するための社会的企業として、「ねこから目線。」を立ち上げて、６回目の

決算を終えました。一般的な株式会社の場合は、「利益がどれほど出たのか」が実績とし

て発表され、企業評価をされます。一方で、ねこから目線。のように、社会課題の解決を

メインの目的とした社会的企業の場合は、ではなく、「どれくらいの影響を社会に与える

事ができたのか」、という実績を発表することで、企業価値を評価してもらいます。その

発表方法の一つが、「インパクトレポート」です。 

 これまでは、１年間のまとめ報告を簡単に HP のブログで実施することで胡麻化してき

ましたが、今回、はじめてインパクトレポート作成に挑戦しました。決算報告書と違っ

て、テンプレートがあるわけではないので、色んな会社が出しているインパクトレポート

を読んで、構成や見せ方を練っていきました。今回のマガジンでは、インパクトレポート

作成の裏話と、レポートに載せられなかった心の声を書き綴っていきたいと思います！ 

 

表紙：読み物か、見せ物か 

 まずはインパクトレポートの方向性を決

めなければいけません。それに伴って決ま

ってくるのがサイズ感です。伝えたい事を

沢山伝える為に、しっかり読み込んでもら

う為の物であれば A4 縦が見やすいでしょ

う。しかし、文字数が多くなればなるほ

ど、興味関心を持って最後まで読んでくれ

る人は限られてきます。少ない人数でも深く理解してくれる応援者を作っていくのか、浅

くとも多くの理解者を作っていくべきか。どちらが会社にとって、ひいては猫にとってメ
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リットがあるのか、めちゃくちゃ悩みましたが、インパクトレポートを作る目的として

は、より多くの人に、活動を知ってほしい、興味を持ってほしい。という想いが強いの

で、言いたい事、伝えたい事を極限まで減らす必要はありますが、A4 横サイズで写真メ

インの見せ物スタイルでいくことにきめました！ 

 今回は、スケジュールと予算の関係から、デザイナーさんを入れることは諦め、素人で

もそれなりに良いデザインを作れるアプリの Canva を使用して作成しました。Canva を選

んだ１番の理由は、「オシャレに見せたい」でしたが、実際に公開してみて、さらに良い

なと思ったポイントがあるので、こちらも共有します。１つは、Canva 上で、「公開閲覧

リンク」を作成できることです。そのリンクを送れば、添付ファイルなどしなくても Web

上で常に最新版を見てもらう事ができます。さらに２つ目の良かったポイントとしては、

修正箇所があとから出てきてしまっても、しれっと修正すれば以降インパクトレポートを

見る人すべてに修正版を見ていただけるという加筆修正の楽さが後から直したいポイント

が出て来がちな私には合っていました。 

 

もくじ：構成 

構成内容（何を載せるか、どう

いう順番で載せるか）も最後まで

悩みに悩みましたが、ねこから目

線。を知らないどころか、猫問題

すら知らないレベルの方に見ても

らっても伝わるように、構成を練

りました。 

  

 

 

ねこから目線。の自己紹介から 

 自社の PR ですから、まずは

「ねこから目線。」について概要説

明を入れました。ちなみに、初め

は見出しをカッコよく「ABOUT 

US」にしていたんですが、中途半

端な英語は分かりにくいし、むし

ろダサい。と言われ、「ねこから目

線。とは」に落ち着きました。 
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次に、年表を入れました。横軸の西暦だけでなく、縦軸も何か入れたいなと思いまし

た。一般企業であれば、売上高の推移になるところですが、ねこから目線。では、最も多

い依頼であり、最も力を入れている取り組みである「猫さんの捕獲」を縦軸（成長軸）と

しました（笑）。結構良い感じに出来たと思うので、大きめに紹介します（笑）。 

 

日本の猫問題の現状とその構造 

 

続いて、猫問題についてそもそも知らない方に向けて、私たちが取り組む猫問題とは何

なのか、それをどういう構造として捉えているのか、を書きました。この前振りがあるこ

とで、次に報告していくねこから目線。のサービスがなぜ必要なのか腹落ちしやすくする

狙いがあります。問題の構造については、本当は自分たちのロジックモデルをイラスト化

したかったのですが、これがなかなか難しい。とっても分かりやすくイラスト化されてい

る「人と動物の共生センターさん発行の蛇口モデル（右スライドのイラスト）」を拝借し

ました（ちゃんと許可取りました）。来年はねこから目線。オリジナルを作りたい！ 
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ねこから目線。のサービス 

 猫にメリットがある事

なら何でもする「ねこの

便利屋」として始まった

ねこから目線。ですが、

７年目になるとサービス

として確立していくもの

が増えてきました。沢山

乱立しているサービスを

カテゴライズすることは

結構大変な作業でした

が、自己理解にもつながっていい機会でした。来年こそは、「問題の構造」と、それに対

応する「サービス」の２つのロジックモデル（提供するサービスが目的を達成するまでの

論理的な繋がりを地図のようにしたもの）を作りたいです！今年は整理まで。 

 

今後に来年に向けて鋭意ロジックモデル作成中です（まだ途中）。 
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主要サービス報告「虚勢を張る ＜ 活動内容を知ってもらう」 

ここからメインの事業報告です。インパクトレポートは毎年発行していくものになるの

で、来年以降も継続して発表していく数字を決めなければいけません（毎年発表する内容

がコロコロ変わるのは事業軸（問題意識）ブレブレに見えてしまうので、マイナス印象ら

しい）。また、インパクトを大きく見せようとするなら、例えば「捕獲数」と括ってしま

って、TNR も室内捕獲も、保護捕獲も迷子猫捕獲を入れ込んだ数字にすれば、年間捕獲対

応数 1,800 匹！と大き目の数字で書きたくなってしまいますが、「凄そうに見えること＜活

動内容が分かること」の方が重要ポイントだと考えられます。 

したがって、今のメインサービスと今後伸ばしていく予定のサービスをピックアップし

ました。来年は、どの数字も今年以上に伸ばしていけるよう頑張りたいです。こうやって

数字で発表していくことは、自分にプレッシャーをかける良い機会だなと思いました。ま

た、毎年同じ報告をすり替えし、数字の変遷を見ていくことで、時代と共に猫問題のニー

ズが変化していく様子が可視化されるようになると良いなと思いました。 
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その他の取組み 今後の布石に 

 そして、最後に今期の取組で力を入れたポイント、今後の事業の変革のきっかけになり

よそうなケースなどを紹介しました。例えば、多くのメディアに取り上げられ、社会的イ

ンパクトがそれなりにあったと考えられる動物虐待犯の逮捕につながったケース。 

 

 

次に、大規模商業施設のノラ猫管理業務、これは今までのねこから目線。では基本的にご

依頼は現場で猫さんにご飯をあげてくださっている方から直接いただくことがほとんどで

した。これを一般的にはＢtoＣ（企業が一般消費者に向けたサービス）と言いますが、今

回の大規模商業施設のノラ猫さん管理は初めての BtoB（企業が企業に向けたサービス）

でした。今後は、現場の個人の方からの単発依頼対応だけでなく、大きな敷地を持つ企業

や神社やお寺、行政と業務委託契約を結んでいけるような事業形態も模索していきたいと

思っています。そのため、今後の布石になりえるケースとして紹介しました。 

  

そして、最後にメディア掲載リストを報告して終了です。全 19 ページになりました。 
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インパクトレポートを作ってみて 

私が活動を始めた 20 年前は、猫の殺処分数は年間 20 万頭にものぼりました。年を経る

毎に殺処分数はぐんぐん減り、環境省が発表した令和４年度の殺処分数は 9,472 匹にまで

減少しました。スローガンとしての「殺処分数ゼロ」は広く浸透し、達成できるという空

気感も感じます。しかし、この数字はあくまで行政機関において殺処分数された猫の頭数

でしかなく、人と動物の共生センターが発表した令和 6 年度のロードキル数（交通事故等

で亡くなった猫の遺体回収頭数）は、殺処分数のおよそ 24 倍になると調査報告を発表

し、世間に衝撃を与えました。それ以外にも、少し古い統計になりますが、ペットショッ

プの流通過程で死亡している犬猫が年間２万６千匹（2018 年朝日新聞調べ）という調査報

告もあります。ねこから目線。としては、当然ですが、行政機関における「殺処分ゼロ」

が達成されれば良いと思っているわけではありません。 

最終的に目指したい世界としては、 

「すべての猫が惜しまれて死んでいける社会」 

を目指したい。と強く思っています。この言葉は、ねこから目線。のスタッフと殺処分ゼ

ロは短期的な目標であって、本質ではないという話をしている中で、「じゃあ小池さんは

最終的に猫さんがどんな状態になったらいいと思ってるんですか？」と問われて、反射的

に出た言葉でした。 

「ノラ猫はゼロになるべきなのか、トラブルにならなければ存在は認められるのか」猫

さんの在り方、関わり方には同じように動物愛護活動をしている人でも考えは様々です。

その猫さんが住んでいる環境もバラバラなので、完全に１つに統一する事は難しいでしょ

う。それでも、どんなありかたであろうと、人知れず車に轢かれたり、餓死したり、名無

しのまま保健所で殺処分されたりするのではなく、全ての猫さんがかけがえのない存在と

して、惜しまれながら死んでいってほしい。そう心の底から願っています。でも、願うだ

けでは社会は変わらないので、日々、悩みながらもがむしゃらに活動し続けていきたいと

思っています。 

 

社会企業の四苦八苦 インパクトレポート全文はこちら▶ 

 

 おわり 

小池英梨子 

ねこから目線。～保護猫とノラ猫専門のお手伝い屋さん～ 代表 

NPO 法人 FLC 安心とつながりのコミュニティづくりネットワーク 

「人もねこも一緒に支援プロジェクト」 プロジェクト代表 

ご意見・感想・お問い合わせ：e.kosame12@gmail.com 


